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Start No. Start No.

✓ 1 ✓ 1

16 2 ✓ 2

✓ 4 ✓ 3

✓ 6 6 4

3 7 4 5

✓ 8 ✓ 6

✓ 10 ✓ 7

✓ 11 ✓ 8

12 8 9

7 13 4 10

✓ 15 ✓ 11

✓ 18 ✓ 12

7 20 6 13

✓ 21 ✓ 14

7 22 4 15

7 23 ✓ 16

✓ 24 ✓ 20

✓ 25 18

Country Min Action Country Min Action

SPD 4 FG
SPD 17 PC
SPD 31 PC
JPN 40 PC

SPD 43 PC

SPD 57 FG

1勝1敗

Country RESULT Country

1P -

4TH MIRNAWAN CUP UNDER18 Men 2025
会　　場 NATIONAL　HOCKEY　STADIUM　BUKIT　JALIL 日    付 2025年10月3日(月)

試    合 予選リーグ２試合目
天      候 晴れ

通算結果

4P -

Name 備考 Name

日本（U18）
1

2P -
5
SPEEDY（U18）

JAPAN 3P - MALAYSIA

佐々木　大輝 Muhammad Saiful Syahfy

沼田　岳 Che Airell Miqail

備考

齋藤　洸輔 GK Mohammad Adib Amsyar GK

中村　倭人 GK Muhammad Izz Ilhan

加納　天聖 Aferullsyah

佐藤　優也 Raahul Fazrien

福岡　佑斗 Muhammad Faiz Afzan

中西　和輝 Ariq Aidil Hakimi

安井　健悟 C Muhammad Amir Qhalis

藤原　悠真 Amandeep

松居　嘉壱 Ahmad Hasif Fikri

常喜　琥太郎 Mohamad Syazwan

土橋　拓矢 Muhammad Danial

犬飼　遥月 Iman Faris C

戸田　大貴 Muhammad Asri

安井　健晃 Muhammad Harith Afi

ヘッドコーチ 伊藤　直登 ヘッドコーチ MOHD NOR AQMAL BIN ABDUL GAFFAR

UMPIRE UMPIRE

渡部　温寛 Muhammad Safwan

上田　龍太郎 Wan Jun GK

Muhammad Safwan 0-2
Muhammad Safwan 0-3

Name Score Name Score

Ariq Aidil Hakimi 0-1

文責：木村　浩一郎　　　校閲：北川　幸生

Che Airell Miqail 1-5 　　

得失点の経緯

第２戦
第１Q
日本のセンターパスで第1Qが開始される。4分日本のサークル内での混戦の中、#1齋藤がファインセーブを見せるもリバウ
ンドを押し込まれ失点を許す。（0-1） 12分日本は、マレーシア陣内で倒されPC獲得。#20戸田がフリックシュートを放つも
ディフェンスに阻まれる。
第２Q
17分SPD#8 Raahul Fazrienが左サイドからドリブルでサークルに侵入しPC獲得される。#20 Raahul Fazrienの強烈なフリッ
クシュートで追加点を許す。（0-2） 21分右サイドパスワークでPC獲得。#10加納がフリックシュートを放つも枠を捉えきれな
い。26分日本のインターセプトからサークル内でパスを受けた#23犬飼が絶好の位置からヒットシュートを放つも枠を捉えき
れない。点数が欲しい日本はその後何度もチャンスを作るが得点に至らない。0-2でSPDのリードで前半を折り返す。
第３Q
SPDのセンターパスで第3Qが開始される。31分#4佐々木にイエローカードが出されSPDはPC獲得。SPD#20 Raahul
Fazrien右中段にフリックシュートを決められ追加点を許す。（0-3） 34分スクープから日本がPCを獲得する。#25上田がフリッ
クシュートを放つも枠を捉えきれない。36分#21安井が右サイドからドリブルで切り込みPCを獲得する。#4佐々木がフリック
シュートを打つもキーパーに阻まれる。40分右サイドから#23犬飼が華麗なドリブルでPCを獲得。#20戸田のフリックシュート
が右下に突き刺さり、反撃を開始する。（1-3） 43分SPDはPCを獲得する。PCが崩れたところをリバウンドを押し込まれ追加
点を許す。（1-4） 44分日本、相手のミスを誘いPCを獲得するも点数に至らない。
第４Q
48分相手にイエローカードが出され日本はPCを獲得する。ディフレクションを狙うもうまく合わず、得点に至らない。57分右
サイドからの強烈な打ち込みをSPD#4　Che Airell Miqailがうまく合わせ追加点を加える。（1-5） 58分SPDの選手にグリーン
カードが出されるも、そのまま試合終了。１−５でSPDが勝利した。点差ほどの力の差はないもののPCを含めた決定力が勝
敗を分けたゲームであった。
次戦は5日、日本時間17時からオーストラリア（ONE ACTIVE CROCS）と試合する。

戸田　大貴 1-3
Muhammad Amir Qhalis 1-4


